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(モデル理論アプローチによるシミュレーション)

座標軸の非表示と多数データの描画
東洋大学　旭貴朗
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　グラフ表示の述語show1()やshow2()は，ユーザがウインドウ設計をする必要がなく，簡単に使用できて便利である．少数の（400個以内の）データが動的に変化する様子を描くのに適しており，またデータの最大値に合わせて座標軸を動的に変化させていく．

　しかしながら，「座標軸を固定したまま多数のデータを表示する」のには不適である．ここではグラフの座標軸を表示しないで，最大2万個までのデータを描く方法について述べる．
　このサイト「モデル記述言語CASTによるシミュレーション」[注1]で公開されているsimcast.zip（＋extProlog）をインストールすると，モデル理論アプローチによるシミュレーション開発実行環境Simcastができあがり，本文中のモデルを実行することができる．ただし，座標軸が非表示のグラフに多数の点を描くには，extPrologのバージョンが0908xx以上でなければならない．また，開発実行環境Simcastの操作方法などは，同サイトや教科書[注2]を参照されたい．

【書式】

(1) wopen(wp, "xyplot")
(2) plaingraph(wp)

(3) xwrite(wp, "q", [x1,y1,x2,y2])
(4) xwrite(wp, "c", [x1,y1,x2,y2])
【意味】

(1) 新規xyplotウインドウを開く．
　 自動的に変数wpにそのウインドウ番号（整数）が代入される．
(2) 番号wpのウインドウの座標軸を消去する．新しい座標系は，

　 ウインドウ左上端を原点(0,0)とし，右方向に横軸x，下方向に縦軸yである．

(3) 左上端の座標が(x1,y1)，右下端の座標が(x2,y2)であるような長方形を描く．
   (x1,y1) = (x2,y2)のときは点の代用として利用できる．
(4) 中心が(x1,y1)で，円周が点 (x2,y2)を通る，オレンジ色の円盤を描く．

　 円の半径は √(x2-x1)2 + (y2-y1)2 となる．

【制限】

　述語wopen( )は，なるべく事前準備としてpreprocess0( )内で使用すること．種類がxyplotグラフ以外の場合，例えば，pieグラフやradarグラフを表示するためのウインドウを開いても座標軸は消えない．述語xwrite()により，ディスプレー上に最大2万個まで図形（点の代用としての長方形）を描くことができる．show1()やshow2()とは異なり，以前に描いた点は消えない．どんどん点が追加されて描かれて行く．点の座標はx > 0, y > 0のとき（下向きの第1象限）だけ見ることができる．したがって，xやyの値が負になるときは，図形を移動させるなどの工夫が必要である．
【例】


//testplaingraph.set

preprocess() <-> 


wopen(Wp1,"xyplot"), plaingraph(Wp1), Wp1.g:=Wp1,


wopen(Wp2,"xyplot"), plaingraph(Wp2), Wp2.g:=Wp2;

inputsequence()="d"; times()=300;

initialstate()=c0 <-> c0:=0;

delta(c,a)=cc <-> cc:=c+1;

lambda(c)=b <-> 


b:=0.01*c*(300 -c),


show2(2,[[0,150,c],[0,150,b]],"trajectory"),


xwrite(Wp1.g,"q",[c,b,c+2,b+2]),


xwrite(Wp2.g,"c",[c,b,c+10,b+10]);

　この例では，まず事前準備として座標軸のない新規ウインドウを開き，オートマトンの実行過程でy=0.03x(300-x)のグラフを描いている．

　次図はこの例のモデルを実行した様子である．述語show2により座標軸をもつウインドウも作成されるが，座標軸のないウインドウと共存することができる．
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注

[1] 旭貴朗「モデル記述言語CASTによるシミュレーション」
　http://www2.toyo.ac.jp/~asahi/research/simulation/（2008.02.23）

[2] 高原康彦ほか『形式手法 モデル理論アプローチ：情報システム開発の基礎』日科技連(2007) の少なくとも第３章3.1節pp.87-103 を参照されたい．

　http://www.geocities.jp/kisoten/（2008.04.11）
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